
正規分布は経済に適用できるのか 

 

1997年に、ブラック-ショールズ方程式を完成させた 2人の学者がノーベル経済学賞を受賞した。 

一般の人にも、金融工学が広く注目された。ブラック-ショールズ方程式無くして、金融工学が語れない、

という雰囲気だったと思う。 

1998年に、この 2人が経営していたヘッジファンド LTCMが破綻した。 

LTCMはロシアが債務不履行を起こす確率は 100万年に 3回だと計算していたらしい。 

ありえないことが起こった例えだとしても、極端な確率だと私は思っていた。 

その後、ある本を読んだ時、ブラック-ショールズ方程式は正規分布を前提にしていたという記述を見つけ

た。びっくりした。 

素人感覚では、金融に正規分布は当てはめるのは無理だと思う。 

例）経済成長を前提→長期的には右肩上がり≠平均値まわりでの分布＝正規分布 

前提や仮定が誤っていれば、結論は誤る。 

下記(日経新聞)では、べき分布を紹介しているが、べき分布でも複雑な経済現象を説明する無理だろう。 

 


